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今年の正月、東京・日比谷公園のテント村の光景が、
何度となくテレビ画面に流れた。自動車や電機関連の
企業から放り出され、行き場を失った非正規労働者た
ちのテント村である。それは図らずも、企業（経営者）の
労働者に対する愛情のなさを浮き彫りにした。もっと
も派遣社員の給料は、人件費ではなく物品費だという
から、初めから人間扱いされていなかったのであろう。
続いて今年の春闘。ベア・ゼロ、定昇凍結が相次ぎ、
日本の昇給率はほぼゼロ％。世界の平均昇給率４.７％
に遠く及ばない。ついに企業（経営者）は、正規社員
にまで愛情を凍結したようである。
八起会に「危ない経営者十カ条」という虎の巻があ
る。その中に「社員・従業員に愛情のない経営者」と
いう一条がある。ローテーションで経営者が代わって
いく大企業の場合は、愛情のなさもさほどの禍根とは
ならないが、中小企業の場合は命取りになる。
八起会へ相談に来るのは経営者だけではない。とき
どきサラリーマンも来る。先日も若いサラリーマンが
相談に来て、「うちの社長は社員を自分の使用人ぐら
いにしか思っていません。平気で私用を言い付けるし、
土・日は当番制で社長宅の掃除です。去年お盆休みに

は墓掃除までやらされました」と言う。
とんでもない社長もいたものである。が、私はそれ
ほど驚かなかった。似たり寄ったりの経営者を多く見
ているし、そのほとんどが倒産を余儀なくされた事実
も知っているからである。「社員・従業員に愛情のな
い経営者」は、ほかならぬそのことによってつぶれて
いく。武田信玄ではないが、「人は石垣、人は城」だか
らである。「人」という石垣に穴があれば、あとは落
城（倒産）しかない。
大企業といえども、今回の大量派遣切りは著しく企
業イメージを損なった。やがて景気が回復したとして
も、果たして彼らが戻ってきてくれるかどうか分から
ない。


